




















































































































O 具体物を用いて， 1/2， 1/4の大きさ
をつくり，数で表すことができる。
(数量や図形についての技能)




































































































































































































































1 問題をとらえ， I 1(1) rつばささんとみらいさんで，ケーキを半分の大きさに分けます。
本時のめあてをつ | どんな分け方があるか考えましょうJという問題を提示する。
かむ。 I(2) 児童がどんな分け方をするのかと疑問をもったところで，場面絵
を提示し，半分になっていない分け方になっているものを示すこと
で，この分け方ではよくないといった意識をもちやすくする。
(3) 半分になっていない分け方ではよくないと考えた児童には理由を
尋ね， r大きさがちがうJr同じ大きさになるように分けるj という
考えがでてきたところで， r閉じ大きさに分けることができるのかJ
と投げかけることで，次のように本時のめあてを導くようにする。l Mてもとの大きさの半分の大きさになるように分けよう。
2 正方形の色紙を12(1) ケーキの代わりに，正方形の色紙を使ってもとの大きさの半分の
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使って，もとの大き
さの半分の大きさに
分ける。
大きさに分ける活動にすることで，半分に分けるといった操作をし
やすくしたり，紙を折ったり広げたりして，半分に分ける操作を確
かめやすくする。
(2) もとの大きさの半分の大きさに分けることができたら，もとの大
きさと比べてどの部分が半分にあたるのか，もとの大きさの半分の
大きさのところを斜線で示すように助言する。
(3) 色紙をたくさん用意しておくことで，様々なもとの大きさの半分
の大きさの分け方を引き出しやすくする。
(4) 机間指導を行う際には，主に次の点に留意するようにする。
-もとの大きさの半分の大きさに分けられない児童には，半分とはど
のぐらいの大きさになるのか，ぴったり重なるように折って見当を
つけさせることで，見通しをもってもとの大きさの半分の大きさに
分けやすくする。
-もとの大きさの半分の大きさに分けられた児童には，半分がもとの
大きさのどの部分にあたるのか説明できるようにしておくよう助言
する。
予想される子どもの考え
・頂点と頂点がぴったりと重なるように，横
向きに折って分ける。 おる
斜線で半分を示す
・辺と辺がぴったりと重なるように，縦向き
に折って分ける。
/' 
+ー
-頂点と頂点がぴったりと重なるように，な
なめに折って分ける。
今ー -t惨
、γ→
→ 折って分けた後，広げたときにできる
1つ分の大きさが，もとの大きさの半分
の大きさになっている。
3 もとの大きさの
半分の大きさにつ
いて話し合う。
3 (1) もとの大きさの半分の大きさに分けることができたところで，半
分とは，もとの大きさの色紙と比べて，どの部分のことを言ってい
るのか説明する活動を取り入れ，もとの大きさの半分の大きさの意
味をとらえさせるようにする。
(2) もとの大きさの半分の大きさとは，折って分けた色紙のどの部分
がもとの大きさの半分にあたるのか，自分で折って分けた色紙を使
って紹介させることで，もとの大きさの半分の大きさを視覚的にと
らえやすくする。
(3) 単に，もとの大きさの半分の大きさの分け方の説明をするのでは
なく，もとの大きさと比べてどの部分が半分の大きさになっている
のか指で示させるようにして意識させることで，もとの大きさを意
識した半分の大きさの説明ができるようにする。
(4) もとの大きさの半分の大きさがはっきりしてきたところで. rもと
の大きさJr同じように2つに分けるJr 1つ分」といったキーワー
ドとなる言葉を，折って分けた色紙と結び付けながら，半分の意味
を言葉で説明できるようにする。
(5) 正方形のもとの大きさの半分の大きさがわかったところで.5}IJの
大きさでももとの大きさの半分の大きさに分けることができそうか
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と問いかけることで，長方形を提示して，正方形と閉じようにもと
の大きさの半分の大きさに分けることができるようにする。
(6) 長方形も正方形と同様に色紙を折って分ける操作を行い，もとの
大きさの半分の大きさに分けて，半分の部分にあたるところを斜線
で示すことで，大きさが変わっても，もとの大きさと比べて半分の
大きさはどの部分なのか実感的に理解しやすくする。
(7) ベアの友達に自分の分けたもとの大きさの半分の大きさを指し示
しながら伝え合う活動を取り入れることで，もとの大きさの半分の
大きさを織かめられるようにする。
予想される子どもの考え
Cl 大きさが変わっても，もとの大きさの半分の大きさに分けることが
できたね。
C2 もとの大きさを半分の大きさに分けるには，同じ大きさに分けるた
めに，頂点と頂点，辺と辺がぴったりと重なるように，紙を縦や横や
斜めに折って分けるといいんだね。
Cl いろいろな分け方ができたけど，どの半分の大きさも，もとの大き
さを同じように2つに分けた1つ分になっているね。
4 本時のまとめを
する。
4(1) 板番を見てわかったことや大切なことは何かと問うことで， r大き
さが変わっても，もとの大きさの半分の大きさに分けることができ
たJrもとの大きさの半分の大きさに分けるやり方はいろいろあったJ
「もとの大きさの半分の大きさは，もとの大きさを同じように2つ
に分けた 1つ分ということがわかったJといったことを確かめるこ
とができるようにする。
(2) 授業の終末で，もとの大きさの半分の大きさについて，わかった
ことをノートに書かせ，もとの大きさの半分の大きさの意味を見出
した自分を綴り返りやすくする。
予想される子どもの姿
0 もとの大きさの半分の大きさの分け方は，いろいろあった。大きさが変わっても，も
との大きさの半分の大きさに分けることができた。半分とは，もとの大きさを閉じよう
に2つに分けた 1つ分のことだとわかった。
I授業の板番の様子】
???
5 結果と考察
本実践における「具体物の操作と図，言葉を
結び付けるJための指導の工夫に効果が見られ
たか，実際の子どもの姿から検証していきたい。
①具体物の操作をもとに，半分の大きさを考え
る活動の工夫
もとの大きさの半分の大きさを作る際には，
紙を折ったり広げたりずる活動にした。子ど
もにとって，操作しやすく，何度も折ったり
広げたりすることができるため，もとの大き
さの半分の大きさであることを確かめること
も容易にでき，もとの大きさの半分の大きさ
の意味をとらえやすかったと考えられた。
②操作と図，言葉を対応させて脱明させる工夫
もとの大きさの半分の大きさについて話し
合う際には，紙を折ったり広げたりしてもと
の大きさの半分の大きさについて説明させる
ようにした。
もとの大きさの半分の大きさとは，どの部
分のことなのか，操作した紙をもとに指し示
しながら友達に伝え合う姿が見られた。よっ
て，この指導の工夫についても成果が見られ
たといえる。
③ベアトークの工夫
もとの大きさの半分の大きさがわかったと
ころで， ベアの友達にもとの大きさの半分の
大きさについて伝え合う活動を取り入れた。
子どもは，見いだした半分の意味を用いて，
紙を折ってもとの大きさの半分の大きさに分
ける操作をしながら，習った「もとの大きさ
を閉じように分けた lつ分」という言葉を用
いて，半分の大きさを伝え合うことができて
いた。
④板奮の整理の仕方
もとの大きさの半分の大きさに分ける操作
と，もとの大きさの半分の大きさを示す図，
もとの大きさの半分の大きさを説明した言葉
を線で結び付けたり，チョークの色分けで示
して整理したりするようにした。
授業の綴り返りの際に，分割分数の意味理
解として大切になってくる「もとの大きさ」
を意識して，半分の意味を振り返ることがで
きていた姿から，この指導の工夫も効果が見
られたと考えられた。
以上に示した観点から，具体物の操作と固と
言葉を結び付けて考えたり説明したりする授業
は， r半分=1/2Jの意味を実感的に理解する
ために効果的であったと考えられる。
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